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マンションに廊下は必要でしょうか？
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限られた面積で廊下部分はもったいない

　マンション購入時にもっとも気になることの一つに、面積が何
平方メートルなのか、ということがあります。平米数の大きさの違
いによって変わるのは部屋数とリビングの広さで、あとの水廻り
と廊下の面積は決まっていると思われてはいないでしょうか？
　そこで、廊下部分に注目してみたいと思います。玄関を入る
と靴を脱ぐ「たたき部分」と、それに各室につながる廊下部分が
あるのが一般的です。昔の日本の住宅は田の字型プランとい
い。和室が田の字に４つあり、襖で区切られてはいますが、各自
のプライバシーとは程遠い状況でした。そこでプライバシーを尊
重するために、動線で空間を分けることとし、廊下を介してゾー
ン分けされました。このことからどのプランを見ても玄関入ると廊
下ということになっています。ゾーニングという言葉が広まり、そ
れをつなぐのが廊下というわけです。
　でも、この考え方も変わりつつあるのではないでしょうか。今
やプライバシーという標語より絆をどうつくりあげるのかが注目さ
れる時代です。リフォーム事例を見ると廊下部分の考え方がど
んどん変わってきています。ゾーニングをつなぐのは廊下でなく
てもいいので。玄関を入るとそこは家族
みんなのライブラリーになっているもの
（図参照）、または玄関を入ると家族の
ギャラリーがあり、そこを通過しないとリビ
ングへ行けなくなっているなど、さまざまな
アイデアが繰り広げられています。
　オンリーワンの家づくりが、玄関入って
すぐに開始されてきているのです。特に
マンションは共用廊下を通り、わが家に着
く。そしてまた廊下を通過しなければホッ
とできる空間にたどり着けないとは、何と
まどろっこしいことでしょう。それだけでは
なく、限られた面積の中で廊下部分が占
める面積がもったいないといえます。特に
面積が小さい物件の場合でも、同じ幅の
同じような長さで確保しなければいけな
い廊下は何とかならないのでしょうか。

6畳弱だった居室が8畳の広がりに

　大きなリフォームでなくても、廊下の横にある居室の入り口を
広げ、左右に引き込みにしておくだけでも、廊下の利用方法は
変わります。通過するためだけの空間から、開口時には居室の
一部として廊下を取り込み利用できます。6畳弱だった居室は
開けておけば8畳の広がりで過ごせるのです。
　こんな廊下の考え方は、マンションリフォームから広がったよう
に思いますが、今や戸建てのリフォーム物件でも進んできていま
す。洗面所までの廊下を取り込んで、広い洗面所にしてしまうと
か、リビングに向かう廊下を取り込んで広 リ々ビングを実現して
います。
　もちろんその場合は残さなければならない構造材が問題に
なり、すべて取り払えないことも多いのですが、どんと一本柱が
丸出しではなく古材をあしらって部屋のシンボルにしたり、造作
家具と絡めてCD置き場にしたりと、デザイン力が問われるところ
です。この邪魔だと思う部分を上手にデザインすることで、わが
家としての愛着が生まれるきっかけともなるでしょう。

わかりやすい　　　　　　　　　リフォーム基礎知識

●廊下をなくしてライブラリーにしたリフォーム例
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